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（８）ほ場給水設備

ア）自動給水栓、水位計

① 大規模経営体の大きな労働負担となっている水管理労力を軽減するため、自

動給水栓を導入することが有効である。従来フロートにより水位を管理する機

器が主流であったが、現在はセンサーで水位を計測し、スマートフォン等によ

る水位等の遠隔監視、給排水の遠隔操作及び設定値に基づく給排水の自動制御

が可能となる機器が開発されている。現在、実用性、耐久性、費用対効果など

の実証や機器の改良が行われているところであり、これらの状況を勘案し、導

入の是非を判断することが望ましい。

② また、自動給水栓を導入する場合は、盗難防止対策、冬場の機器の保守管理

（保管方法）等をどうするか、将来的な維持・更新費用の負担をどうするかな

ど費用負担を含めた維持管理方法を決定する必要がある。特に、バッテリーや

電子部品は定期的な更新が必要になること、機器によっては１台ごとに通信費

用がかかることから、農家の意向を十分踏まえつつ、慎重に検討する必要があ

る。

③ 代かきなどの最大用水量を取水するのに必要な箇所数とする基本的な考え

方に基づき１耕区に複数の給水口を設置する場合は、自動給水栓の数を通常の

用水管理に必要な最低限の箇所数（例えば、必要となる用水量を半日でかん水

できる数）に絞り込み、１耕区において自動給水栓と手動給水栓を組み合わせ

て設置することが望ましい。

④ また、自動給水栓の設置まで必要ではなくても水田の水位、水温等を遠隔で

監視する機器も販売されている。ほ場の条件（倉庫や自宅から近い、開水路の

堰上げが必要等直ちにパイプライン化することが困難な場合など）に合わせて、

導入する自動給水栓、水位計を検討することが望ましい。 

［資料６（８）ア）－１ 自動給水栓の施工実績］ 

［資料６（８）ア）－２ ほ場水管理システムの概要（ＳＩＰ）］ 

［資料６（８）ア）－３ 市販化されている自動給水栓の事例］ 

［資料６（８）ア）－４ 自動給水栓と手動給水栓を組み合わせた設置(ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ)］  

［資料６（８）ア）－５ 遠隔監視用水位計（ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ）と通信方式］ 

［資料６（８）ア）－６ 水位、水温等の遠隔監視の事例（兵庫県豊岡市）］ 

⑤ これら自動給水栓等の構造物を設置する際には、自動走行農機の走行を妨げ

ないように設置場所に留意することが望ましい。 

［資料６（８）ア）－７ ほ場への出入りを妨げない給排水栓の設置事例（秋田県）］ 
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◯資料６（８）ア）－１ 自動給水栓の施工実績（令和３年度までの実績） 

 

資料：農林水産省農地資源課調べ（対象事業は、農地整備事業（国営・補助）） 
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◯資料６（８）ア）－２ ほ場水管理システムの概要（ＳＩＰ） 
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 ◯資料６（８）ア）－３ 市販化されている自動給水栓の事例 

 

 

・ ３つのタイプ（タイマー型、リモコン型、遠隔操作型）が選択可能 

・ 動力は太陽光パネルとバッテリー 

   

 ①タイマー型 

  ・ 時間を調整して給水を開始・停止 

 

 

 ③遠隔操作型 

  ・  自宅等からインターネット回線を通してスマートフォンやパソコンで水位の確認、バ

ルブの開閉、給水時間の設定等が可能 

   

  

②リモコン型  

・  ほ場 で給 水 栓 の付 近 からス

マートフォン等でバルブの開閉

や給水時間の設定が可能 

 

 

積水化学工業株式会社：水まわりくん 
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(株式会社笑農和：Paditch gate02＋) 

  

（株式会社ぶらんこ： farmo）  

  

◯資料６（８）ア）－４ 自動給水栓と手動給水栓を組み合わせた設置（ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ） 
  

・１耕区（3.4ha）に５箇所の給水栓を設置（代かき時に１日で満水になる量） 
  

・通常時の１日の単位用水量（36mm※）を半日で回復するための給水量  

    3.4×100×100m2×0.036m／43,200sec＝0.0283m3／sec 

    ※通常期の減水深：事業計画書より引用  
 

・通常時１日の単位用水量（36mm）を半日で回復するための給水栓の箇所数  

0.0283m3／0.022m3※＝1.29・・・２箇所→自動給水栓の箇所数  

※給水栓１箇所当たりの給水量：事業計画書より引用  
 

（イメージ図）  

 

開水路に設置可能な遠隔操作給水栓の事例 
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◯資料６（８）ア）－５ 遠隔監視用水位計（ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ）と通信方式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：ほ場レベルでの営農作業省力化技術の紹介（北陸農政局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：ＬＰＷＡに関する無線システムの動向について（平成 30 年３月）（総務省） 

 

 

 

モバイル 
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◯資料６（８）ア）－６ 水位、水温等の遠隔監視の事例（兵庫県豊岡市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：スマート農業取組事例（平成 30 年度調査）（農林水産省） 

◯資料６（８）ア）－７ ほ場への出入りを妨げない給排水栓の設置事例（秋田県）  

 
畦畔に設置した自動給排水栓  施工後のターン農道  
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イ）地下かんがい  

① 近年、地下水位制御システムや集中管理孔を利用した地下かんがいが全国で

整備されており、表面取水と併用して使用することで、水管理の適正化や取水

時間の短縮が図られている。  

 また、地形やほ場条件によっては、地下水位制御システムを導入することで、

排水路の浅層化や、用水路の管水路化が可能となった事例もあり、地下かんが

いを区画整理と合わせて総合的に検討することの有効性が示されている。  

 ［資料６（８）イ）－１ 地下水位制御システムの施工実績］（令和３年度までの実績） 

 ［資料６（８）イ）－２ 集中管理孔工法の概要］ 

 ［資料６（８）イ）－３ 地下かんがいにより加圧を行わずパイプライン化した例］ 

 ［資料６（８）イ）－４ 地下かんがいにより排水路を浅くして省力化した例］ 
 

② 水田の畑利用においては、湿害と干ばつを回避でき安定的な作物生産が可能

になるといった効果に加えて、水稲作においても乾田直播が容易となるといっ

た効果が発揮されている。今後、担い手の減少・高齢化等が進行し、少数の担

い手がさらなる規模拡大を進めるためには、水管理の適正化等に加えて、直播

による労働力の低減や分散を可能とする地下かんがいを導入することが有効で

ある。  

 ［資料６（８）イ）－５ 地下かんがいによる乾田直播の効果］ 

 

◯資料６（８）イ）－１ 地下水位制御システムの施工実績（令和３年度までの実績） 

資料：農林水産省農地資源課調べ（対象事業は、農地整備事業(国営・補助)） 
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◯資料６（８）イ）－２ 集中管理孔工法の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：岩見沢市におけるスマート農業の取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
83



62 
 

◯資料６（８）イ）－３ 地下かんがいにより加圧を行わずパイプライン化した事例 

 

 

資料：株式会社クボタケミックス パンフレット  
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◯資料６（８）イ）－４ 排水路を浅くして省力化した事例 

 

地形や暗渠施工方法により異なるが、FOEAS 施工において小排水路の深さを従来

明渠よりも浅くすることにより、排水側の草刈り等、維持管理作業を軽労化。  

  

  

 

 

資料（上）：株式会社クボタケミックス パンフレット 

資料（下）：「水田輪作における 地下水位制御システム 活用マニュアル（増補版）」（農研機構、

H28） 

  

水位制御器  
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◯資料６（８）イ）－５ 地下かんがいによる乾田直播の効果 
 

①  地下かんがいによる乾田直播の効果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  地下かんがいによる乾田直播の効果（国営妹背牛地区（北海道）の事例）  
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〔コラム〕  

 水田や水路に水位計/冠水センサー、監視カメラを設置することで、頻発/大規模

化する自然災害（特に豪雨災害）時にも、各地の水位等を面的に把握することが可

能となる。豪雨等による水路の転落事故を防止し、水田等の洪水調整予測にも役立

つことから、防災・減災の観点も踏まえ、これらの活用を検討することが望ましい。  

 

 

【電源確保が不要な屋外乾電池式 IoT カメラのイメージ】 
・単三乾電池駆動     ・LTE データ通信 ・防水防塵 ・簡単設置 
・モーションセンサー機能 ・夜間赤外線 LED 
※白黒・低画質な画像を LoRa 通信（低価格通信）で転送されるカメラも市販されている。 

バッテリーで稼働する水田水位計
を水路に設置した活用事例（上段：
ベジタリア株式会社、下段：株式会
社 Amaterz） 

乾電池式で稼働するカメラ（LTE
通信）（ベジタリア株式会社） 

遠隔監視カメラの
活用により豪雨災
害時に避難先等安
全な場所でほ場や
水路の状況を確認 

遠 隔 監 視 カ メ ラ
の 活 用 に よ り 鳥
獣害対策、盗難防
止などにも活用 
 

１端末に最大３個のフロート式の水位計（冠水）センサ
ーを設置し、ため池、小河川、水路の水位を１～３段階
（写真左：全体・中：センサ３段設置）でコストを抑え
遠隔監視する事例（応用地質株式会社） 

ｾﾝｻ部 

通信機器  

液晶モニターで各種設定や、撮影画像の確認ができます。 
市販のアルカリ単二乾電池を利用します。 
利用には、SIMカード、SDカードが必ず必要になります。 
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